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まず確認しておくが、敬語は聞き手や第三者に対して敬意を表すために用いる特別なこ
とば遣いである。最近行われた調査によると、会社員の84%が敬語は不可欠だと思ってい
る。しかし、敬語は正しい使い方が分かりにくく、もし間違えれば、皮肉や無礼な意味を
表す。だが、正しく使えば敬語はとても柔らかいことば遣いで、どんな人に対しても適当
な重みを持つ。では、なぜ日本社会で、このような複雑な敬意を表す言語制度が発達した
のだろうか。日本社会には厳しい身分制度がなく、日本人の90%が自分の所属する階層を
中流だと考えており、一見平等な国と思われている。しかし、実際は社会構造からみて日
本社会は「タテ」の社会的階級意識がとても強い。そのため、日本人は個人についても集
団についても、各々が自分の立場を意識しなければならない。この場合、対等で、あること
は珍しく、何かしらの条件により相対的な地位が決る。敬語は、このような状況の中で使
われ、日本社会に浸透している。特に、このような立場や地位が重視される環境が企業で
あり、厳密な敬語の使い方が要求される。
この研究では企業における敬語の使い方を考察する。したがって、まず基本的な敬語が
どのようなものかを確認しておく。さらに、敬語とそれを使う当事者間の人間関係には密
接な関係があるため、企業の内部構造についての説明する。その上で、企業でどのように
敬語が使われているか筆者のおこなったアンケートをもとに説明する。
基本的な耳目菩
敬語には、尊敬語、謙譲語、丁寧語、美化語と四つの種類があり、さらに種類により特
種な単語や文法がある。つまり、自分に対する言葉使いと、他人に対するそれである。
1. 尊敬語
尊敬語は、話し手が他人の行動、他人の状態などに敬意を込めて言及をする時に使われ
る。尊敬語を使う場合は三通りある。
1. 他人の行動に敬意を表す場合
2. 他人の状態に敬意を表す場合
3. 他人の所有物に敬意を表す場合
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( 2) 
尊敬語は、聞き手や第三者に対して敬意を表したい場合に使われる。敬意は、たいて
い、お年寄りや目上、上司、見知らぬ人に示される。しかし、俳優や女優、作家などに
は、話し手が特別な感情を持っている場合以外、ほとんど尊敬語は使わない。以下にその
例をあげる。
＜尊敬語の動詞で他人の行動に敬意を表す場合~ > 
・動詞（特定の尊敬の動詞） ：おっしゃる（言う）
なさる（する）
くださる（くれる）
召し上がる（食べる・飲む）
ごらんになる（見る）
ごぞんじだ（知っている）
おめしになる（着る）
いつらしゃる、おいでになる（いる・来る・行く）
・動詞（接頭語や助動詞） ：お（ご、）＋verb stemになる
お（ご、）＋verb stemで、す
お（ご）＋noun ＋な＋なさる
・尊敬語の助動詞「れる」 ：行かれる
：見られる
＜尊敬語で他人の状態に敬意を表す場合＞
「お」もしくは「ご」という接頭語が形容詞に付く。訓読みの形容詞の場合にはだいたい
「お」を付け、音読みの場合にはだいたい「ご」を付ける。例えば「若いJ は「お若い」
になって、 「親切」は「ご親切」になる。
＜尊敬語の名詞や接尾語で他人の所有物に敬意を表す場合＞
－名詞（特定の尊敬の名詞） ：あの方、あちらの方（あの人）
どなた、どなた様（誰）
お宅（うち）
・名詞（接頭語） ：お（ご、）＋名詞
－名詞（接尾語） ：さん、様、氏、方、先生、など
2. 尊敬語は他人に対して使うが、謙譲語は話し手が自己や自己の行動、自己の状態など
? ?η’u 
( 3) 
を謙遜して言及をする場合に使われる。また、家族や会社の同僚といった自己と直接関係
がある人についても、謙譲語を使う。以下にその例を示す。
－動詞（特定の謙譲の動詞） ：申し上げる（言う）
いたす（する）
さしあげる（やる）
いただく（もらう）
拝見する（見る）
存じている（知っている）
伺う（聞く）
まいる（行く・来る）
伺う（行く・聞く）
おる（いる）
お目にかかる（会う）
・動詞（謙譲の補助動詞） ：お（ご） ・・・する
・いたす
・もうす（申し上げる）
．ねがう
～ていただく
～てあ』Tる
～てさしあげる
3. 丁寧語は話手が聞き手に対し、特別な配慮をもち敬意を直接表現する敬語である。丁
寧語は尊敬語と似ている。しかし、尊敬語は聞き手や第三者に対して敬意をあらわすのに
対し、丁寧語は聞き手だけに敬意を表す。
－動詞：～ます（降ります・降る）
～です（きれいです・きれいだ・きれい）
～ですか。 （・・・か。）
・その他：あちら（あっち）
こちら（こっち）
本日（今日）
少々（少し、ちょっと）
いかが（どう）
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( 4) 
よろしい（よい）
しておる（している）
いたす（する）
まいる（いる）
申す（言う）
4. 美化語は丁寧語に似ているが、若干異る＝丁寧語は聞き手に対する敬意が含めている
なのに対し、美化語は自分の話す言葉を美しくするための言葉遣いである。ほとんどの場
合、美化語は、お茶、お菓子、お手洗、のように、ある名詞の頭にお（ご）を付ける。
令業の構造
敬語は、人と人との上下関係に応じて使われる。そのため、企業における敬語の使い方
を理解するには、当然企業の組織も理解していなければならない。現代でも日本の会社に
は「イエ」という社会制度がある。 「イエ」は漢字で「家」と書き、家族のような構造を
もっ。企業における「イエ」はこのような居住の組織に習ってつくられた社会的な集団で
ある。中根千恵によると「イエ」とは法人住居団体（Corporate R巴sidential Group）で、あり、
企業における「イエ」とは管理団体のことを指す。この制度で形成される集団において
は、内の関係の方が外の関係より重視される ο さらに、この制度では内の関係は極めて階
層的である。日本の会社では上司は親のような役割がある 3 部下は子供であり、本当の
親が自分の子供にするように指導する。実際に、日本語でボスは「親分」、部下は「子
分」の意味を持つ。ある日本人の社長は、日本の会社はそれぞれが小さな封建的な国であ
り、社員の上下関係が厳しい場合もあると言う。そして、一般的に会社は大きくなればな
るほど、その会社の経営者は自分のことを現代の封建君主だと考える。そして彼らには、
責任とともに特権もあるという c このような考え方が一般的だとすれば、目下の者は敬語
を使うことで目上の者の威厳に寄与をすることができる。そのため、会社では敬語を正し
くイ吏わなければならない。
日本の企業では、話す相手のランクや身分といったものにより、使われる敬語が異って
くる。ランクは社長、部長、係長、ヒラ社員とい。た企業内での役割の地位のことであ
り、身分は性別、年齢、学歴、在社歴といった社会のなかでの地位のことである。ここで
地位とは、ある役割上の位置のことである。
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図：日本の企業のランクの一般的な構造
日本には年功序列制があるため、身分とランクには密接な関係がある。例えば、企業で
は、年齢や在社歴、学歴といった身分が高ければ高いほど、ランクもより高くなるという
傾向がある。また、男の人の方が女の人よりランクが高い。それは、女の人の方が結婚し
たり、子供が産まれたりすると退職する傾向があるからだ。例えば、大卒の女性の場合、
だいたい 2 年くらいで仕事をやめてしまう。しかし、男の人はず、っと仕事をする。その結
果、男の人の方が女の人よりランクが高くなる。もし、あなたが、社員達の会話を聞くな
らば、その話し方であなたは、それぞれの社員の地位の推測が可能である。しかし、あな
たが、ある社員と話す場合、どのような言葉を使うか、話す相手の地位が分からなければ
決めることはできない。このような場合、名刺が役に立つ。名刺を見れば、その人のラン
クが一目で確認することが出来る。名刺は、日本企業の社員がお互い初対面で会うとき、
最も大切な物の一つであり、会話を上手く進めるきっかけとなる。
また、社内だけでなく他の会社に対しても敬語は使われる。なぜなら、他の会社は自分
の会社ではなく、別の集団だからである。しかし、自分の会社と関係があるため敬語を使
つ。
-29-
( 5) 
( 6) 
敬語についてのアンケート
日本人は上に書いた理由により、敬語を使う必用がある z しかし、実際に職場で敬語は
それ程大切なのだろうか＝日本人の社員は敬語を使う際、誰に最も配慮するのか？そし
て、話し手の年齢と性別により、使う敬語の種類も変わるのか？また、日本語が話せる外
国人も敬語を使う必要があるだろうか？このような敬語の使い方を明確にするため、東京
にある日本の会社の一つでアンケート調査をおこなったっ回答は32人から得たc 以下に、
アンケートの質問と、その回答の分析について述べる c
アンケートの質問は8つである c
1. 女の方ですか。男の方ですか。
答：回答した32人中、 12人（37.5%）は女の人の、 20人（62.5%）は男の人のである。
分析：アンケートをおこなった会社では、男の人の方が多い。そのため、女性の回答は限
られた。
2. 年齢は何歳代ですか。（チェックをして下さい）
20代、 30代、 40代、 50代
答：
女 男 計
20代 11 (91.7%) i 4 (20%) 15 (46.9%) 
30代 1 (8.3%) 8 (40%) 9 (28.1 %) 
40代 0% 6 (30%) 6 (18.8%) 
50代 。% 2 (10%) 2 (6.3) 
分析：女の人の方が若いため、女の人の回答と男の人の回答とを比べると、回答は年齢と
性別のどちらが強い要素なのか明らかでない。そのため、要素により区別をすること難し
\,t ）。
3. 敬語の正しい使い方に注意しますか。 ＝〉はい、いいえ
答：
女 ｜男 計
はい 12 (100%) 118 (90%) 30 (93.89も）
いいえ 0% : 2 (10%) 2 (6.3%) 
! =>20代 l 人；50代 l 人
? ??
( 7) 
分析：明らかに回答者は敬語の正しい使いかたに注意する。また、女の人の方が注意して
いる c
4 .毎日職場で敬語を使う時、どの種類をよく使いますか。（番号を付けて下さい。＃1 は
一番よく使う種類で、＃3はあまり使わないものです。）
丁寧語、謙譲語、尊敬語
答：
女 男 計
丁・尊・謙 10 (83.3%) 12 (60%) 22 (68.8%) 
＝〉全20代 =>20代 l 人；30代 5 人；40代 5
人；50代1人
丁－謙・尊 1 (8.3%) 3 (15%) 4 (12.5%) 
=>30代 l人 =>20代 1人；30代 1人；50代 l人）
尊・丁・謙 0% 1 (5%) 1 (3.1 %) 
=>20代 l人
全部使う、同じ程度 1 (8.3%) 0% 1 (3.1%) 
=>20代 I 人
丁寧語だけ 0% 3 (15%) 3 (9.4%) 
=>20代 l人；30代 1人；40代 l人）
丁寧語と尊敬語、同 0% 1 (5%) 1 (3.1 %) 
じ程度 =>30代 l人
分析：一番使っている敬語は丁寧語、二番目は尊敬語である。興味深いのは、女の人が
皆3種類の敬語を使うと答えたのに対し、男の人の4人が1種類か2種類の敬語を使うと答え
た。この男の人の年齢は広い範囲に渡っているので、話す敬語の種類は、話し手の年齢で
はなく性別が重要な要素である。
5. どんな人に対して敬語を使うのが一番大切ですか。（番号を付けて下さい。＃1 は一番
大切で、＃10はあまり大切で、はありませんG もし同じランクのものがあったら、同じ番号
を付けて下さい。）
お客さん、他の部署の社員、自分より目上の人、女性、男性、上司、同僚、目
下、自分より勤務年数の長い相手、初めて会った人
洛： ＊一番上の番号は回答者がつけたランクである。マスの数字はそのランクの得た投票
数である。りに入れている数字は、ランクの高いマスからの得票数の累計である。
各話し手のランクの頗位を決めるため、各ランクで最も高い累計を示した。その/II)貢
-A 
ηJ 
(8) 
位は、一番下の行に示してある。
料開じランクで累計が同点の場合は、その前のランクの累計で順位を決めた。
第 1 表：回答者全員の（女の人と男の人）の回答。
言十 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
客 30 。 2 。 。 。 。 。 。 。
他部 。 3 (3) 8 (11) 4 (15) 8 (23) s (28) 。 。 。
目上 2 15 ( 17) 9 (26) 3 。 。 。 。
女性 。 2 (2) 3 (5) 3 (8) 4 (12) 5 (17) 7 (24) 3 。 4 
男性 。 2 (2) 2 (4) 3 (7) 3 (10) 5 ( 15) 8 (23) 2 (25) 2 4 
上司 3 18 (21) 4 4 。 。 。 。 。 12 
同僚 。 0 (0) 2 (2) 7 (9) 3 (12) 0 (12) 5 (17) 5 (22) 3 (25) 4 3 
目下 。 0 (0) 1 (1) 5 (6) 5 (11) 2 (13) 2 (15) 2 (17) 6 (23) 6 (29) 3 
年数 2 7 (9) 5 (14) 6 (20) 6 (26) 2 1 。 。 。 3 
初め 5 5 (10) 6附 Isσ4) 3 1 。 。 。 3 
客 上司 目上 初め 年数 他部 女性 男性 同僚 目下
第 2 表：女の人だけの回答。
女 2 3 4 5 6 7 8 9 10 無回答
客 12 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
他部 。 2 (2) 3 (5) 3 (8) 2 (10) 2 (12) 。 。 。 。 。
目上 5 (6) s (11) 。 。 。 。 。 。 。
女性 。 1 (1) l (2) 2 (4) 1 (5) 1 (6) 6 (12) 。（12) 。 。 。
男性 。 l (1) l (2) 2 (4) l (5) 2 (7) s (12) 。 。 。 。
上司 11 (12) 。 。 。 。 。 。 。 。 。
同僚 。 0 (0) 1 (1) 4 (5) 1 (6) 0 (6) 3 (9) 2 (11) 1 (12) 。 。
目下 。 0 (0) 0 (0) 3 (3) 2 (5) 1 (6) 2 (8) 1 (9) 2 (11) 1 (12) 。
年数 4 (5) 3 (8) 2 (10) 2 。 。 。 。 。 。
初 1 (2) 4 (6) 4 (10) 1 (11) 1 。 。 。 。 。
客 上司 目上 年数 初め 他部 男性 女性 ｜同僚 目下
。L??
( 9) 
第 3 表：男の人だけの回答。
男 2 3 4 5 6 7 8 9 10 無回答
客 18 。 2 。 。 。 。 。 。 。 。
他部 。 l (1) 5 (6) 1 (7) 6 (13) 3 (16) 1 。 。 。 3 
目上 10 (11) 4 3 。 。 。 。 。 11 
女性 。 1 (1) 2 (3) 1 (4) 3 (7) 4 (11) 1 (12) 3 。 4 
男性 。 1 (1) 1 (2) 1 (3) 2 (5) 3 (8) 3 (11) 2 (13) 2 4 
上司 2 7 (9) 4 (13) 4 。 。 。 。 。 2 
同僚 。 0 (0) 1 (1) 3 (4) 2 (6) 0 (6) 2 (8) 3 (11) 2 (13) 4 3 
目下 。 。（0) 1 (1) 2 (3) 3 (6) 1 (7) 0 (7) 1 (8) 4 (12) 5 (17) 3 
年数 3 (4) 4 (14) 2 。 。 。 3 
初め 4 4 (8) 2 (10) 4 (14) 2 。 。 。 。 3 
客 目上 上司 中Dめ 年数 他部 女性 男性 同僚 目下
分析：最も「客」に対して敬語を使いう一方、 「目下」と「同僚」にはあまり使わない。
しかし、女の人の回答と男の人のは若干違う。女の人は「上司」を2番目のランクを付け
たが、男の人は2番目のランクに「目上」に付けた。これは、男の人の方が、女の人より
年上であり自分の上司は少ない。そのため、男性にとっては「上司」より「目上」の方に
敬意を示す必用があるためと考えられる。女の人の4番目と 5番目のランクも男の人のもの
と違う。けれども、回答数が少なく答え手は少なく得票数の累計は近いので、性別と関係
ないと考えられる。
6. 社内で自分に対して敬語が用いられず、不快な思いをしたことがありますか。
はい、いいえ＝〉「はい」の場合、具体的に説明して下さい。
答：
女 男 計
はい 1 (8.39も） 7 (35%) 8 (25%) 
=>20代 l人 =>30代4人；40代3人
いいえ 11 (91.7%) 12 (60%) 23 (71.9%) 
=>20代4人；30代3人；40代3人；50代2人
無回答 0% 1 (5%) 1 (3.1 %) 
=>30代 1人
q喝υ
η‘υ 
(10) 
「はい」の場合の理由： 「目下の言い方のとき」 「入社 l ～ 3年回ぐらいの人が、なれなれ
しい時J 「後輩の言葉遣いに対して、不快感抱く事がある」 「部下より敬語使われなかっ
た時」 「マナーにかけると思ったからJ 「年下で部下の社員J
分析：回答者は敬語の正しい使い方を大事にする 3 もし、他の人が間違えても、あまり
不快感を抱かない。不快感を抱く場合は、敬語を間違えている人が目下や年下、部下など
である。目上や年上、上司などが敬語を使わなかった場合、回答者は感情を害しなかっ
た。しかし、なれなれしすぎる場合は不快感抱かせる z 儀礼ヒの言葉遣いの方が気持ちの
良くさせる。このように、敬語を使うかどうか分からない場合には、相手の気持ちに対し
て敬語を使う方が蕪難であるご
7. 敬語を使うことにより、会社での上下関係がより強化されると思いますか。
はい、いいえ
「はいJ の場合、このことは良いと思いますか。悪いと思いますか。
良い、悪い
答：
女 男 計
はい 10 (83.3%) 11 (55%) 21 (65.6%) 
=>(20代9人；30代 1人） =>(30代 8 人；40代3 人；50代 1
人）
いいえ 2 (16.7%) 8 (40%) 10 (31.2%) 
=>(20代2人） =>(20代 4人；40代 3 人；50代 l
人）
無回答 09も 1 (3.1%) 
=>(40代 l人）
女： 10 男： 11 言十： 21
良い 7 (70%) 7 (63.6%) 14 (66.7%) 
=>(20代3人；30代 1人） I =>(30代5人；40代2人）
悪い 1 (10%) 3 (27.3%) 4 (19%) 
=>(20代 1人） =>(30代2人；50代 1 人）
無回答 1 (10%) 1 (9.1 %) 2 (9.5%) 
=>(20代 l人） =>(30代 l人）
両方 1 (10%) 0% 1 (4.8%) 
=>(20代 l 人）
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分析： 「はいJ と回答した女の人は、男の人の 1.5倍で多い。これに「両方」と答えた女
の人を加えると、女の人の方が男の人より「このことは良い」と考えている c しかし、全
般的に、回答者は「良い」と答えている。興味深いことは、 30代の男の人全員が第一の質
問に「はいJ と答えて、 20代の男の人の全員が「いいえ」と答えたことである 0 40代の、
50代の男の人はの回答数は半々で分れている 2 この質問と前の質問の回答をみると、一
見、女の人と 30代の男の人が敬語を最も意識することがわかる＝しかし、その理由は女の
人と男の人で異ると考えられる 3 日本の社会では、女の人の方が男の人よりも日本語を上
手く使うことが要求される。そのため、女の人は、日常生活でも若い時から言葉遣いに気
を使わなければならない。一方、男の人には、それほど厳しい社会の要求はないので、日
常生活で敬語を使う必要はあまりない。しかし、企業に入ると、男の人も敬語を使う必用
が生じる。そのため、 20代の男の人は敬語を企業に入り使い始め、 30代までには、はっき
りと敬語の重要性を意識する。このような理由により、敬語の微妙な違いが女の人と 30代
の男性に意識されると考えられる。一方、 40代と 50代の男の人は自分の地位が高くなって
いるため、若い人ほど敬意を表す人がいないため、敬語を意識しなくなっている。
8. 日本語が話せる外国人は、敬語が正しく使えることが必要ですか。
はい、いいえ
答：
女 男 計
はい 10 (83.3%) 12 (60%) 22 (68.8%) 
=>(20代9人；30代 l人） =>(20 代 2 人；30 代 6
人；40代3人；50代 1人）
いいえ 1 (8.3%) 7 (35%) 8 (25%) 
=>(20代1人） =>(20 代 2 人；30 代 1
人；40代3人；50代 l人）
無回答 1 (8.3%) 0% 1(3.1%) 
=>(20代 1人）
出来た方がいい 0% 1 (5%) 1 (3.1%) 
=>(30代 l人）
分析： 68.8%が「必要」と答え、 3.1%が「出来た方がいい」と答えた。これは、三番目の
質問で、回答者の93.8%が敬語の「正しい使い方に注意する J と回答していることと大き
く関係する。 「はい」と「出来た方がいしリをあわせると約72%の回答者が、日本語の話
せる外国人は敬語ができることはとても大切だと考えている＝ 「はいJ と答えた回答者
の一人が、 「敬語を使う場合を間違えると、他人に対して失礼に当たり、親しい聞がらの
? ? ?n
<d
(12) 
人に対して距離を置く結果になります」と警告も書いたc
経主斗」ι
日常生活では敬語はあまり使わないが、日本の職場では大切である。回答者の一人が
「部問、立場が違う（例えば場所、お客さん、現地法人、本社等）人の相互の良好な関係
を築くモトはTRUST & RESPECTですので、その意志を暗黙に示す意味で敬語を使う時も
あります」と書いた。そのTRUST & RESPECT （信頼と尊敬）は日本の企業で使われる敬
語の根幹である。社内や社外で仕事をするために、この気持を持つだけではなく、表現で
きなければならない。そのため、昔から複雑な敬意を表現できる制度が発達した。現代で
は、日本の企業で成功するために厳しい企業の上下関係で敬意をうまく伝えなければなら
ず、また日本人だけでなく、外国人も敬語を使わなければならい。
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